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写真で見る
壱岐の「四季」
Iki's four seasons in photos
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１ 黄金色に輝く大麦
２ 桜の木々と半城湾
３ 見送りの紙テープ
４ カラフルな半城湾のチューリップ
５ 青い海と白砂の大浜
６ ツール・ド・壱岐島（壱岐サイクルフェスティバル）
７ 壱岐の島 夜空の祭典
８ 壱岐郷ノ浦祇園山笠

Summer
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Autumn
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１ 神々の島 壱岐ウルトラマラソン
２ 勝本港まつり
３ 海豚鼻灯台
４ 古代米の刈り入れ祭
５  原の辻一支国王都復元公園の旧道沿いに咲くコスモス
６ 波打つ清石浜
７ 「壱岐大大神楽」奉納
８ 壱岐市消防出初式
９ 壱岐の島新春マラソン大会

Winter
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ごあいさつ
Greeting

希望にあふれる未来へ向かって

　平成１６年（２００４年）３月１日、郷ノ浦町・勝本町・芦辺町・
石田町の４つの町が合併し、「壱岐市」が誕生してから早や２０年の
歳月が経ちました。この記念の節目を市民皆様とともに迎えること
ができますことに、深い喜びを感じております。
　市制施行以来、総合的かつ計画的にまちづくりのための各種施策
を展開してまいりました。
　地域に活力をもたらす情報・通信基盤づくりのため、市内全域へ
の光ファイバー網の整備により、高速データ通信が可能となり、
ＧＩＧＡスクール構想による学習活動の充実が図られ、テレワーク、
ワーケーションといった新しい働き方が実現しております。
　医療分野では、医師の確保等、離島医療を取り巻く環境が厳しさ
を増す中、平成２７年、壱岐市民病院の長崎県病院企業団加入によ
り壱岐地域の医療体制が確立され、安全安心の医療を提供できる市
の中核病院として、市民皆様に愛され信頼される病院へと成長を続
けております。
　平成２９年には、有人国境離島法の施行により、離島民の悲願で
あった航路航空路のＪＲ並運賃が実現するとともに、雇用機会の拡
充、滞在型観光促進が図られ、若者が希望を持てる環境づくり、交
流人口、関係人口拡大の取組を進めてまいりました。
　この他にも、一支国博物館・長崎県埋蔵文化財センターの開館、
介護福祉専門学校の誘致等、市民皆様のご理解とご協力をいただき
ながら、壱岐市の未来に繋がる各種の事業及び施策に取り組んでき
た結果、着実に壱岐市政は発展しているところであります。
　本誌では、合併から２０年間の壱岐市のあゆみとして、主な出来
事を振り返るとともに、ＳＤＧｓ未来都市として持続可能な社会の
実現に向けた取組の紹介をはじめ、市民皆様の声やご活躍される姿
を共有できるように作成いたしました。壱岐市の魅力あふれるまち
の姿はもちろん、皆様ご自身の２０年間の思い出を振り返るきっか
けとしていただければ幸いです。
　古代から大陸との交流の拠点として様々な「実り」を享受し、人
が自然とともに生き、暮らしの中に歴史と文化が息づいているここ
壱岐は、「実りの島」と称されています。先人から受け継いだこの素
晴らしい環境を守り、新しい世代に「住み続けられる壱岐」を継承
していくため、「誰一人取り残さない協働のまちづくり」を、市民皆
様とともに築いてまいります。
　結びに、これまで深いご理解とご協力を賜りました市民皆様及び
関係各位に深甚なる敬意と感謝の意を表し、発刊に際してのご挨拶
といたします。

　　令和６年３月１日

� 壱岐市長　白　川　博　一



2004
平成16年

壱岐市20年のあゆみ

20年

●２月 旧４町の閉町式が開催される

●３月１日 壱岐市誕生
●３月８日 壱岐市議会第１回臨時会
●３月29日 市営住宅今宮団地新築
●４月18日 壱岐市長選挙
●７月３日 第２回壱岐御柱祭
●７月27日 壱岐市誕生記念式典開催

2014
平成26年

●３月１日 壱岐市市制施行
 10周年記念式典開催2003

平成15年

●2月13日 合併協定調印式

2005
平成17年

●３月１日 壱岐市市歌「壱岐洋洋」制定
●３月１日 市の「花木・花・木・鳥」決定
●３月20日 福岡県西方沖地震発生
●３月27日 壱岐市市歌「壱岐洋洋」発表会
●５月１日 壱岐市民病院開院
●５月１日 壱岐市消防団発足
●７月17日 壱岐市議会の解散請求の賛否を問う

住民投票執行、即日議会解散
●８月７日 解散に伴う市議会議員一般選挙
●10月15日 諏訪市・壱岐市姉妹都市提携調印式

2013
平成25年

●４月１日 かたばる病院閉院
●４月１日 壱岐市観光連盟発足
●７月21日 市議会議員一般選挙

2007
平成19年

●４月１日 印通寺港ターミナルビルの
 リニューアルと
 印通寺～唐津航路就航
●５月11日 石田スポーツセンター落成

2008
平成20年

●３月25日 市営住宅寺頭団地（Ａ棟）新築
●３月25日 市営住宅白水団地（Ａ棟）新築
●４月13日 壱岐市長選挙
●７月１日 壱岐市観光協会発足
●７月１日 瀬戸地区漁業集落下水道供用開始

2006
平成18年

●２月12日 壱岐市消防団操法訓練場完成
●３月27日 壱岐市勝本町
 自給肥料供給センター完成
●４月１日 公共下水道（中央処理区）の
 供用開始
●５月25日 壱岐市郷ノ浦町
 デイサービスセンター完成
●７月19日 芦辺港ターミナルビル
 リニューアル

2009
平成21年

●２月27日 市営住宅上町団地（Ａ棟）新築
●２月27日 市営住宅白水団地（Ｂ棟）新築
●７月１日 壱岐栽培センター完成
●８月２日 市議会議員一般選挙

2010
平成22年

●３月14日 壱岐市立一支国博物館開館・
 長崎県埋蔵文化財センター開館
●３月14日 原の辻一支国王都復元公園開園
●３月18日 市営住宅上町団地（Ｂ棟）新築
●３月18日 市営住宅寺頭団地（Ｂ棟）新築
●７月 壱岐市郷ノ浦町堆肥センター竣工
●11月６日 第３回壱岐御柱祭

2011
平成23年

●２月 風土記の丘古墳館オープン
●３月11日 東北地方太平洋沖地震
 「東日本大震災」発生
●３月31日 市内光ファイバー網整備完了
●３月 中学校規模適正化により
 市内10中学校閉校
●４月１日 壱岐市ケーブルテレビ開局
●４月28日 壱岐市福岡事務所開所
●４月 中学校４校開校
●７月30日 壱岐市学校給食センター竣工
●９月 全国初、認定漁業者制度・
 漁業後継者対策制度スタート

2012
平成24年

●１月５日 壱岐市三島診療所開所
●３月22日 市営住宅桜木団地新築
●４月１日 新船「フェリーきずな」就航
●４月１日 壱岐市クリーンセンター稼働
●４月１日 壱岐市汚泥再生処理センター稼働
●４月15日 壱岐市長選挙
●11月１日 国民宿舎「壱岐島荘」リニューアルオープン

壱岐市誕生からこれまでの
20年のあゆみを
映像でご覧いただけます。

平成16年３月１日
旧４町が合併し「壱岐市」が誕生

平成15年２月13日
合併協定調印式

平成16年３月８日
西部開発総合センターで行われた初議会

平成18年７月19日
芦辺港ターミナルビルリニューアル

平成17年10月15日
諏訪市・壱岐市姉妹都市提携調印式

平成23年４月
中学校規模適正化による統廃合により、
市内中学校が４校に

平成24年11月１日
国民宿舎「壱岐島荘」
リニューアルオープン

平成25年４月１日
かたばる病院閉院

平成26年３月１日
壱岐市市制施行10周年記念式典開催

平成19年５月11日
石田スポーツセンターが落成

平成22年３月14日
壱岐市立一支国博物館開館・
長崎県埋蔵文化財センター開館

平成16年３月に壱岐市が誕生して20年目の節目を迎えました。
これまでのできごとを振り返ります。

映像で振り返る壱岐市の20年
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2014
全国消防操法大会に芦辺地区第１分団が
長崎県代表として出場。
壱岐市として全国２連覇達成！

第 32 回長崎県消防ポンプ操法大会で
ポンプ車の部にて優勝し、10 連覇を
達成した芦辺地区第１分団が、見事全
国 2 連覇の快挙を成し遂げました。
また、同県大会小型ポンプの部では、
郷ノ浦地区第７分団２部が準優勝を 
飾りました。（11 月）

　その他の主な出来事　
●�壱岐市市制施行 10周年記念式典開催（３月）
●�西日本電信電話株式会社福岡支店と「特設公衆電話の設置・利用に関す
る協定」締結（10月）

　世の中の動き　
●�韓国旅客船「セウォル号」沈没。死者・行方不明者 304人
●�解釈改憲で集団的自衛権容認
●�御嶽山が噴火。57 人死亡６名不明
●�米、キューバが国交正常化へ

ゲストに小柳ルミ子さん、狩人さんを迎え、壱岐市市制施行10周年を記念した
「NHKのど自慢」開催（３月）

NCC長崎文化放送開局25年特番 「つる
の剛士マグロ釣るの!?」公開収録（６月）

壱岐市消防本部・壱岐消防署の
新庁舎竣工（３月）

第69回長崎がんばらんば国体で壱岐市
ではソフトボール成年女子開催（10月）

壱岐市原島診療所開所（６月）

平成
26
年
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2015

壱
岐
市
民
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院
が

長
崎
県
病
院
企
業
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に
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「
長
崎
県
壱
岐
病
院
」
と
し
て

新
た
に
開
院
！

これまで壱岐島の地域医療を担う中核病院として重要な役
割を果たしてきた壱岐市民病院が、４月１日に長崎県病院
企業団「長崎県壱岐病院」として開院しました。（４月）

　その他の主な出来事　
● �B'z ライブ開催（３月）
●�三島小学校の長島分校、原島分校を大島本校に統合（４月）
●�庁舎建設に係る住民投票により新庁舎の建設は行わず、現４庁舎を耐震
補強（４月）

●�壱岐市内郵便局と「災害時における相互協力に関する協定」締結（６月）
●�壱岐市特別養護老人ホームとデイサービスセンターを閉所、デイサービ
スセンターを社会福祉法人「壱心会」に経営移譲（10月）

● �MBA（経営学修士）資格取得を目指す外国人留学生のインターンシップ
派遣先として本市が選定（12 月）

　世の中の動き　
●�安全保障関連法が成立
●�環太平洋パートナーシップ（TPP）交渉が大筋合意
●�沖縄・普天間飛行場の辺野古移設�国が着工

「国境の島　壱岐・対馬・五島～古代からの架け橋～」のタイ
トルで全国18か所の内の１つとして日本遺産に認定（４月）

国境離島新法の早期制定に向けた「国境離島新法制定壱岐市
決起大会」開催（５月）

富士ゼロックス株式会社（当時）と「地
方創生に向けた連携協定」締結（10月）

歴史・教育・経済パートナーシップ宣言を締結している兵庫県朝来市と「友好都市
提携」締結（６月）

平成
27
年
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2016
「壱岐ウルトラマラソン」を初開催！

第１回壱岐ウルトラマラソンにおい
て、島内外から 100km の部には 344
名、50km の部には 211 名が出走し、
自らの限界に挑戦しました。（10 月）

　その他の主な出来事　
●�壱岐市三島診療所閉所（平成 27 年４月１日から光武内科循環器科病院が
巡回診療を開始）（３月）

●�市長選挙で 3期目となる白川博一氏が当選（４月）
●�壱岐市社会福祉協議会と「災害時における福祉避難所の設置運営に関す
る協定」締結（８月）

●�大塚製薬株式会社と「安全安心のまちづくりに関する連携協定」締結（10月）

　世の中の動き　
●�有人国境離島法が制定
●�熊本地震が発生
●�オバマ大統領が広島訪問「核なき世界、追求する勇気を」
●リオオリンピック・パラリンピック開催
●�アニメ映画「君の名は。」が大ヒット
●�ポケモンGO、国内外で爆発的人気

筒城浜園地ジョギングコースが完成
（３月）

長野県諏訪市との友好の絆を深めた「第４回壱岐市御柱祭」開催（７月）

壱岐の島ホール落成20周年を記念した
「ふるさと自慢うた自慢」公開収録（11月）

ねんりんピック長崎2016で壱岐市ではウォークラリー交流大会開催（10月）

平成
28
年
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2017
壱岐テレワークセンター

「Freewill Studio」をオープン！

ふるさとテレワーク推進事業及び地
方創生拠点整備交付金事業を活用し
て、原の辻ガイダンスにてコワーキ
ングスペースや個室などが完備され
た、壱岐テレワークセンターを開設
しました。（９月）

　その他の主な出来事　
● �TUBE ライブ開催（７月）
●�壱岐地区生コンクリート協同組合と「災害時における消火用水供給応援
に関する協定」締結（７月）

●�「壱岐市ふるさと商社」設立（８月）
●�「壱岐しごとサポートセンター（Iki-Biz）」設立（８月）
●�本市に存在する朝鮮通信使関連の資料がユネスコ世界の記憶（記憶遺産）
に登録（10月）

　世の中の動き　
●�トランプ米政権発足
●�将棋の藤井四段が 29連勝で歴代最多連勝記録を塗り替える
●九州北部豪雨で死者・行方不明者 41 人
●�国連�「核兵器禁止条約」を採択
●�陸上男子 100 ｍで桐生祥秀選手が９秒 98を記録

航路航空路運賃の低廉化の実現と雇用拡充事業
の採択に繋がる「有人国境離島法」施行（４月）

芦辺小学校新校舎が完成（５月）壱岐初の専門学校となる「こころ医療福祉
専門学校壱岐校」開校（４月）

自治体部門で唯一の表彰となる
「結婚・婚活応援アワード2017自治体部門」表彰（12月）

50年に１度とされた記録的集中豪雨が
２度発生（６月、７月）

平成
29
年
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2018

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の

選
定

国際社会が抱える問題を 2030 年度までに達成するため、国連が採択した持続可能な開発目標を
示した「SDGs 未来都市」に壱岐市が全国 29 都市の１つとして選定され、その中でも先導的な
取組として自治体 SDGs モデル事業の 10 都市の１つに選定されました。（６月）

　その他の主な出来事　
●�壱岐空港にて国内初となる大型遠隔操縦航空機実証試験実施（５月）
●�兵庫県朝来市と「災害時における相互応援に関する協定」締結（９月）
●�「いきっこ留学制度」開始（９月）
● �HY ライブ開催（11 月）
●�壱岐市自治基本条例施行（12 月）

　世の中の動き　
●�平昌五輪開幕、男子フィギュアスケート羽生結弦選手が連覇
●�史上初の米朝首脳会談
●�サッカーW杯ロシア大会。日本は 16 強
●�西日本豪雨、死者 220 人超
●�台風 21 号襲来。関西国際空港が冠水し孤立
●�女子テニスの大坂なおみ選手が四大大会で日本人初となる全米オープン
優勝

●�大谷翔平選手、メジャー新人王に

郷ノ浦港ターミナルに「壱岐観光サービ
ス拠点施設」開所（４月）

第34回長崎県消防ポンプ操法大会にて小型ポンプの部で郷ノ浦地区第７
分団２部が優勝、ポンプ車の部で芦辺地区第１分団が準優勝（８月）長島・原島地区放射線防護対策施設竣工（７月）

高円宮妃久子殿下ご臨席のもと「第59
回外国人による日本語弁論大会」開催

（５月）

ゲストに大月みやこさん、氷川きよしさん
を迎え、壱岐市市制施行15周年を記念
した「NHKのど自慢」開催（７月）

平成
30
年
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2019
「壱岐イルカパーク&リゾート」を
リニューアルオープン！

平成７年に開園した壱岐イルカパークが、
「壱岐イルカパーク＆リゾート」として施
設や体験プログラムを一新し、リニューア
ルオープンしました。（４月）

　その他の主な出来事　
●�芦辺浦地区任意団体たちまちと「芦辺浦地区における移住促進ならびに
空き家の活用推進に関する連携協定」締結（２月）

●�壱岐市まちづくり協議会設置条例施行（４月）
●�初の離島開催となる九州地方知事会議、九州地域戦略会議（６月）
●�壱岐市歯科医師会と「災害時の歯科医療救護活動に関する協定」締結（６月）
●�壱岐医師会、エーザイ株式会社と「認知症とともに生きる地域づくりに
関する連携協定」締結（７月）

●�市議会定例会にて「気候非常事態宣言」を全会一致で可決（９月）
●�芦辺中学校が新校舎へ移転（11 月）
●�福岡大学、壱岐医師会と「保健・医療に関する連携協定」締結（11 月）
●�ニュースアプリ「スマートニュース」壱岐市チャンネル開設（11 月）
●�第３次壱岐市総合計画「誰一人取り残さない。協働のまちづくり」策定（12月）

　世の中の動き　
●�天皇陛下が即位。「令和」に改元
●�京都アニメーション放火。36人死亡
●�ゴルフ・渋野日向子選手が全英女子優勝

印通寺～唐津航路に「ダイヤモンドいき」就航（４月）
（更新に伴い、昭和62年から30年以上にわたり運航していた
「フェリーあずさ」が廃船） 壱岐市立幼保連携型石田こども園開園（４月）

防災・教育・経済友好交流宣言を締結してい
る福島県楢葉町と「友好都市提携」締結（８月）

芦辺風力発電所2000kw竣工（５月） 壱岐市で第１号となる「三島まちづくり
協議会」設立（10月）

令和
元
年
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2020
「壱岐海域における母藻供給
ネットワーク構築に向けた連携協定」締結

市内５漁協と長崎県及び壱岐市が相互
に連携・協力し、効果的に磯焼け対策
関連事業を推進するため、「壱岐海域
における母藻供給ネットワーク構築
に向けた連携協定」を締結しました。 

（８月）

　その他の主な出来事　
●�まちづくり協議会設立（瀬戸、箱崎、霞翠、筒城、那賀、八幡、渡良、志原、初山）
●�東京大学先端科学技術研究センターと「持続可能な地域づくりに関する
連携協定」締結（２月）

●�壱岐市福岡事務所閉所（３月）
●�壱岐市東京事務所開所（４月）
●�市長選挙で 4期目となる白川博一氏が当選（４月）
●�壱岐市緊急経済対策事業実施（令和５年度まで）（５月）
●�熊本県小国町と「災害時における相互応援に関する協定」締結（９月）
●�九州電力送配電株式会社壱岐配電事業所と「壱岐市災害復旧に関する協
定」締結（10月）

　世の中の動き　
●�英国が EUを離脱
●WHO、新型コロナウイルス感染症のパンデミックを表明
●新型コロナウイルス感染症拡大。緊急事態宣言発令
●アニメ映画「鬼滅の刃」公開。国内最速で興行収入 100 億円突破
●日本の小惑星探査機「はやぶさ２」のカプセルがほぼノーミスで帰還

慶應義塾大学SFC研究所、株式会社リ
クルートと「地域創生に関する研究開発
の連携協力協定」締結（１月）

市営住宅新大久保団地が完成（３月） 壱岐葬斎場「ひなたの丘」竣工（３月）

令和
2
年

本市の発展に必要な人材育成
と地域創生を図り「壱岐なみ
らい研究所」開講（７月）

郷ノ浦港が
「みなとオアシス壱岐」に登録

（８月）
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2021
初山地区まちづくり協議会

コミュニティバス
「オレンジバス号」が運行開始！

壱岐市地域公共交通再編実施計
画において、重点地区と定めて
いる初山地区で、国土交通大臣か
ら自家用有償旅客運送の登録を受
けて運行するコミュニティ交通と
して、オレンジバス号の運行がス
タートしました。（11 月）

　その他の主な出来事　
●�まちづくり協議会設立（勝本、沼津、鯨伏）
●�日本郵便株式会社と「包括的連携協定」締結（２月）
●�「壱岐市スマート農業推進協議会」設立（４月）
●�日本遺産のモデル地域として「重点支援地域」に選定（７月）
●�長崎県環境保全協会、長崎県環境整備事業協同組合と「災害時における
災害廃棄物の処理等の協力に関する協定」締結（８月）

●�株式会社 Another�works と「民間複業人材との協働に関する連携協定」
締結（11 月）

　世の中の動き　
●�ゴルフの松山英樹選手がマスターズ優勝。日本初のメジャー制覇
●�東京五輪開催。日本は史上最多メダル 58個獲得
●�東京パラリンピック女子マラソンにおいて本市で合宿をされた道下美里
選手が金メダル獲得

●�大谷翔平選手、メジャーMVPに
●�新型コロナウイルスの変異株をWHOが「オミクロン株」と命名し警戒

壱岐の島ホールに新型コロナウイルスワ
クチン集団接種会場を開設（６月）

原の辻󠄀ガイダンス前から一支国博物館までのルートで
「東京2020オリンピック聖火リレー」を実施（５月）

「東京2020 パラリンピック壱岐市採火式」にてマイギリ（火種を作る道具）を使っ
て起こした火をランタンに点火（８月）

令和
3
年
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2022

勝本中学校の野球部と
ソフトボール部が
県中総体Ｗ優勝！

７月 23 日から 26 日まで開催された長崎県中学
校総合体育大会において、勝本中学校の野球部
とソフトボール部が見事優勝を果たしました。
また、同校野球部は、続く九州中学校軟式野球
競技大会で第３位、全国中学校軟式野球大会で
ベスト 16 の快挙を成し遂げました。（８月）

　その他の主な出来事　
●�壱岐市立筒城保育所閉所、壱岐市芦辺町八幡児童館閉館（３月）
●�長崎文化放送株式会社と「防災パートナーシップに関する協定」締結（４月）
●�参議院議員通常選挙で山本啓介氏が壱岐出身者として 80年ぶりとなる
当選（７月）

●�一般社団法人水産土木建設技術センターと「漁港等の施設の災害復旧支
援に関する協定」締結（７月）

●�壱岐市初の盲導犬利用開始（10月）
●�エンゲージメントパートナー制度の取組開始（10月）

　世の中の動き　
●�北京冬季五輪で日本勢活躍、冬季大会最多のメダル 18 個獲得
●ロシアがウクライナに侵攻
●知床で 26人乗り観光船沈没
●安倍元首相撃たれ死亡
●エリザベス英女王死去
●サッカーＷ杯、日本がグループリーグでドイツ、スペインに勝利し 16 強

郷ノ浦中学校野球部が九州中学校選抜軟
式野球大会初優勝、前年11月から４度
にわたる県大会優勝（３月）

太陽光発電と水素の製造・貯蔵・発電を
組み合わせた「RE水素システム」始動
開始（10月）

新幹線博多駅構内に壱岐島の魅力を発信する「イキノエキ」オープン（４月）

７年に１度となる「第５回壱岐市御柱祭」開催（７月）

令和
4
年

写真右：金子ゆかり諏訪市長
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2023
鹿児島県奄美大島にて開催された第 14 回国
土交通大臣杯全国離島交流中学生野球大会に
壱岐市選抜が出場し、10 年ぶり３度目の優
勝に輝きました。（８月）

　その他の主な出来事　
●�まちづくり協議会設立（田河、芦辺）
●�壱岐市社会福祉協議会と「災害ボランティアセンターに関する協定」締
結（４月）

●�壱岐ライオンズクラブと「災害ボランティアに関する協定」締結（12 月）

　世の中の動き　
●�トルコ地震、５万人超死亡
●�ワールド・ベースボール・クラシック（WBC）、日本 14 年ぶり３度目の優勝
●新型コロナウイルス感染症「５類」移行
●�生成 AI の急速な普及を受け「AI 戦略会議」初会合。著作権侵害などの
弊害に懸念も

●広島でG7サミット開催
●世界陸上やり投げで北口榛花選手金メダル
●記録的猛暑、夏の平均気温過去最高
●イスラエル・ハマス軍事衝突
●将棋・藤井聡太棋士が史上初の八冠制覇
●大谷翔平選手、メジャー本塁打王＆MVP。ロサンゼルス・ドジャースへ移籍

箱崎まちづくり協議会コミュニティバス
「はこざきふれあいGo」運行開始（６月）

株式会社NHSの保険業務を取り扱う壱岐コールセンターが開設（２月）

第15回エコマテリアル国際会議開催（11月）
ゲストに石川さゆりさん、大江裕さんを迎え、壱岐市
市制施行20周年を記念した「NHKのど自慢」開催（7月）

令和
5
年

第 14 回全国離島交流中学生
野球大会（離島甲子園）優勝！
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　持続可能な第１次産業の実現に向けて、まずは農業
（アスパラガス）から取組を開始しました。既存の農
業政策だけではなく、「企業力」を積極的に取り入れ
ることで、持続可能な農業を目指します。
　新しい栽培技術やテクノロジーを取り入れること
で、新規就農者の早期自立や、省力化により高齢でも
続けやすく、集落営農でも雇用しやすくすることで、
兼業など多様な農業との関わり方により、担い手を確
保していきます。
　また、企業等との新しいネットワークや信頼関係構
築により、販路開拓や新商品開発などの取組が加速し
ていくことにも期待しています。

　人口ビジョンでは、2030 年までに 5,000 人強
の人口が減少（旧４町のうち１町の人口程度）し、
現状の高齢化率は日本平均の 25 年先以上の水準と
なっています。そのような人口減少・超高齢化の現
状に健全な危機感を抱き、手遅れになる前に未来に
壱岐島を継承するための取組を始め、平成30年、第
１回 SDGs 未来都市（年 30 都市）及び自治体 SDGs
モデル事業（年 10事業）に挑戦し、選定されました。
　自治体 SDGs モデル事業「Industry4.0 を駆使し
た新たな６次産業化モデル構築事業」をはじめ、第
３次壱岐市総合計画には「誰一人取り残さない。」
という SDGs の理念を取り入れ、豊かな自然資本に
支えられ第１次産業を起点に循環する経済の実現、
離島という条件不利性に影響されない充実した学び
の機会の提供、誰もが自分らしく安全で安心に暮ら
し続けることができる社会の実現を目指し、経済・
社会・環境の３側面に統合的に様々な政策を展開し
ています。

壱岐市 SDGs 未来都市計画
壱岐活き対話型社会
〜壱岐・粋・な Society5.0 〜

「第１次産業」＋「企業力」で
スマート農業・自動輸送・
規格外品利活用などに取り組む

これまでの取組
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　平成 27 年度から「対話型まちづくり」を推進して
きました。アイデアを基に、壱岐テレワークセンター
を整備し、また、壱岐島四十二社巡りなどの観光コン
テンツが生まれたり、海岸漂着ごみの回収ボランティ
ア活動が増加したり、大小様々な地域活性化事例が生
まれています。
　近年は、高校におけるイノベーション教育プログラ
ムとも連携し、さらに魅力的なアイデアが生まれてい
ます。壱岐の未来についての「対話」を通じて、同じ
想いを持った人と出会い、仲間を作り、行動していま
す。一人ひとりの主体的な行動が、持続可能な壱岐島
を創っています。

　気候変動に伴う自然災害の増加や第１次産業への影
響などが深刻になる中で、具体的な対策に取り組ん
でいくため、国内自治体初となる「気候非常事態宣
言」を行いました。4R（Reduce、Reuse、Recycle、
Refuse）の推進や 2050 年までに再生可能エネルギー
100％の実現を目指しています。
　東京大学先端科学技術研究センターをはじめ大学企
業等と連携し、実証実験を行っている「RE（再生可
能エネルギー）水素システム事業」は不安定な再生可
能エネルギーをマネジメントする水素技術の研究開発
ですが、水素発電の実証だけでなく副産物の酸素や排
熱までを使用する取組であり、この取組が「脱炭素チャ
レンジカップ 2024」において、最高位の環境大臣賞
グランプリを受賞しました。これからも脱炭素社会の
実現に向けて、様々な挑戦を進めていきます。

　小学校では、身近な「海」を通して SDGs に触れる
海洋教育プログラムを実施しています。「食」「水産業」
「交易」「エネルギー」「環境」「文化（歴史）」の６つの�
テーマから、各小学校でテーマを設定し、授業を実施
しています。
　中学校では、10 年後、自分たちが住み続けたいま
ちの状態を想像し、その未来像に向けて自分達にでき
る具体的な行動を、ワークショップや夏休みを利用し
た地域へのインタビュー活動を経て、考えています。

　毎年２月下旬に、小・中学校の SDGs 教育プログラ
ムの活動成果、高校のイノベーション教育・起業体験
プログラムの成果、市民対話会や壱岐なみらい研究所
の大人の挑戦など、こどもから大人まで、持続可能な
壱岐の未来に向けた様々なアイデア発表会を開催し、
地域全体での SDGs 推進を図っています。

国内自治体初
「気候非常事態宣言」
再エネ100％を目指す
再エネ水素システム
環境大臣賞グランプリ受賞

海洋教育
住み続けたい
まちづくり運動

壱岐なみらい創り
プロジェクト発表会

（市民対話会）

市民対話会
イノベーション
教育プログラム
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　壱岐の活性化を目指し、イノベーションやアイデア
創出に取り組む部活動です。平成 27 年度から市民対
話会には多くの高校生が参加し、壱岐の課題を解決す
るアイデア創出に取り組んでいました。この活動を学
校内でも取り組めるよう、令和２年度に壱岐高校内で
主にボランティア活動に取り組んでいたヒューマン
ハート部内に探究チームが発足しました。
　主に１、２年生が参加し、１学期はアイデアの種と
なる地域の方々へのインタビューを実施、サマープロ
グラムでアイデア創出を行い、２学期以降はアイデア
のブラッシュアップと共に、アイデアを実行するチャ
レンジまで行っています。また、年度末の発表会で活
動の成果を発表し、校外でのコンテストにも参加して
います。高校生のアイデアを元に、地域の事業者と連
携し、持続可能な活動にする動きも見られています。

　壱岐商業高校３年生「課題研究」授業内に『起業体
験プロジェクト』として令和４年度に新設され、勝本
浦で３回開催したマルシェは、九州地区で複数の高校
にプログラム提供を行っている福岡大学商学部飛田ゼ
ミの協力を得ています。
　令和４年度は、８月に夏マルシェを実施しました。
勝本町の空き店舗を利用して、週末限定のカフェ、洋
服店をオープンし、400 名近くの来場がありました。
12 月には「壱岐商出張文化祭」と題し、文化部による
演目、高校生による写真展、島内飲食店の出店、街歩き
ツアーなど、幅広い年齢層の人たちで街が賑わうイベ
ントを企画しました。また、令和５年度は、８月のコン
セプトを「夏祭り」とし、島内飲食店の出店や、校内の
課題研究で連携開発した商品の販売などを積極的に行
いました。今後も取組を継続、発展させていく予定です。

　高校生が壱岐の未来に変化を生み出すアイデア創出
に取り組む短期集中サマープログラムです。壱岐出身
大学生がメンターとして高校生に伴走することが特長
で、ヒューマンハート部発足前から行われており、過
去にはフードロス削減をテーマにした取組「食べてほ
しーる」が消費者庁長官賞を受賞するなどの活動実績
も残しています。令和４年度より、高校の新学習指導
要領の中で新設された「総合的な探究の時間」の授業
とも連携し、サマープログラムの中でアイデア創出に
取り組んでいます。
　サマープログラムをきっかけにアイデアをブラッ
シュアップした活動チームが長崎県高校教育課主催の
コンテストでも最優秀賞に選ばれ、全国大会に相当す
るコンテストでも受賞しています。

　『起業体験プロジェクト』の活動を通じて、高校生
自身がより主体的に会社経営、事業活動に取り組んで
いけるよう、令和５年度に「株式会社 IKISHO」を設
立しました。
　壱岐市も、地域の事業者との連携等の場面でのコー
ディネートを行う役割を担っており、高校生による株
式会社設立は長崎県内では初、全国では７番目、離島
の商業高校では全国初の取組です。
　令和６年は、様々な関係機関と連携し、持続可能な
会社運営を目指し、３年生全科での取組とする予定で
す。また、３年生からの本格的な活動に向けた準備期
間として、１、２年生も地域への理解を深める探究活
動に取り組む予定です。

壱岐高等学校

壱岐商業高等学校

ヒューマンハート部　探究チーム

起業体験プロジェクト

イノベーション・サマー・プログラム
〜壱岐の未来を考える夏合宿〜

株式会社IKISHO設立

高校生の取組
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　平山旅館では昔ながらの方法で、資源の再利用・循環を創業当初より
実施しています。調理の過程や食べ残しなどから出た生ゴミは、一切ゴ
ミとして捨てることはありません。ウニや貝の殻は畑に撒いて土壌のミ
ネラル補給に。野菜クズや残飯などは、飼育している馬や犬、鶏たちが
食べてくれます。その鶏たちが産む卵がまた旅館の食材となり、馬糞や
鶏糞は熟成させ、最高の肥料となり旅館が管理する無農薬農園へと、そ
のようにしてフードロスゼロを実現しています。
　お客様に提供する料理の大半は、壱岐島で採れた魚や野菜を地産地消
し、その多くを自給しているため、フードマイレージ（＝食材の輸送距
離）も限りなくゼロに近く脱炭素にも貢献しています。
　さらに、旅館のある湯本温泉に湧く源泉を熱交換に利用し、60度以上
ある源泉の熱で水道水を温め、シャワーや皿洗いなどに利用しています。
　経験と知恵で、限りある地球上の資源を有効利用しながら旅館業を営
んでいます。

　令和４年春にオープンしたコワーキングスペース「クロスポート武生
水（むしょうず）」は、離島特有の２次交通問題の解消と地域エネルギー
の地産地消を目指しています。この施設では、現在観光客向けに小型の
電動トゥクトゥクなどの電動車両をレンタルしており、製品の改良と充
電インフラの整備が進むことで、離島における便利な短距離移動手段と
しての地位を確立することが期待されています。
　加えて、ガソリンスタンドに依存しない EVカーシェアリングサービ
スも提供しています。このサービスはスマートフォンを通じての予約、
決済、貸出、返却が可能で、24 時間無人で利用できるため、利用者の
多様なニーズに柔軟に対応しています。
　将来的には、これらの電動モビリティを壱岐島のエネルギーマネジメ
ントシステムに組み込むことで、島全体のエネルギー効率の向上を目指
します。この取組により、再生可能エネルギーの活用が促進され、環境
に優しい島づくりが可能になると考えられます。地域社会と環境に配慮
した持続可能な交通手段の提供は、離島生活の質の向上と地域経済の活
性化に寄与することでしょう。

　気候変動に伴う海水温の上昇や磯焼けによる水産業への影響が顕著に
なる中、令和２年に市内の５漁協、市、県が連携し壱岐市磯焼け対策協
議会を立ち上げました。海藻の幼体を付着させた藻場増殖ブロックの
設置、漁協の垣根を越えて母藻を島内で融通するための母藻供給ネット
ワークの構築、藻場の回復の障害になる植食性魚類のイスズミ等につい
て、崩れた生態系バランスを戻すことを目的にイスズミハンターとして
漁業者へ報酬を出して駆除する取組などを行なっています。
　この取組で、大規模なホンダワラ類藻場の回復を実現。ジャパンブルー
エコノミー技術研究組合（JBE）から、ブルーカーボンの定量的評価に
より、Jブルークレジット 974.6t-CO2 の認証を受けました。
　これによりカーボンオフセット※の取組に寄与し、資金循環が促進さ
れることで、活動の持続性が担保され、水産資源の回復と持続可能な水
産業の実現を目指していきます。

平山旅館

クロスポート武生水

壱岐市磯焼け対策協議会

企業等の取組

※�カーボンオフセットとは、�温室効果ガスの削減努力をした上で
も、やむを得ず排出してしまう温室効果ガス（カーボン）を
埋め合わせる（オフセット）ために、他の場所で排出や吸収
の取組をしたり、そのような事業に出資したりすること。
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ハタチになりました市制施行 20 周年となる 2024 年、
壱岐市とともに 20 歳の門出を迎えた皆さんにこれからの抱負をお聞きしました。
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 さん
 将来の夢や目標は？ 
介護福祉士になることです。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
今年から仕事も本格的に入るようにな
るので、責任を持って頑張りたいです。
そして、20 年間一番近くで見守ってく
れた両親にはとても感謝しています。

 将来の夢や目標は？ 
笑顔を忘れずに日々の業務に励む。

 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
社会人として自覚を持ち、感謝の気持
ちを忘れずに何事にも挑戦し続けられ
るよう心がけていきたいです。

 将来の夢や目標は？ 
自分の１番の目標だったプロサッカー選手の道は
諦め、社会人として尊敬されるような人間に成長
することが現在の目標です。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
親や保護者から独立し、自分で責任を持っ
て生活したいと思います。そのためにも、
経済的に自立したり大学でしっかりス
キルを身につけたいと思います。
また、健康面でも自分の体を大切
に健康管理をしっかりしたいと思
います。

 将来の夢や目標は？ 
楽しい人生を全うすることです。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
一つ一つの行動に責任を持って社会人
として頑張っていきたいです。

 将来の夢や目標は？ 
養護教諭になりたい！
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
優しく、頼られる養護教諭になります。

 将来の夢や目標は？ 
引越し業で働いていまして、効率の良
い作業をし、お客様を満足させたい。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
様々なことに挑戦したい。

Before

Before

Before

Before

Before

We turned 20 years old with Iki City.

Before
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 将来の夢や目標は？ 
獣医師

 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
素敵な獣医師になります。

 将来の夢や目標は？ 
昇進

 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
20 までがとても早く感じました。

 将来の夢や目標は？ 
何かで有名になりたい。

 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
立派に育ててくれた両親に感謝の気持
ち。これからも一生懸命生きます。

 将来の夢や目標は？ 
親孝行していく。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
ママが大好き。これからもずーっと！

 将来の夢や目標は？ 
仕事を覚えて会社に貢献したい。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
早かった。

 将来の夢や目標は？ 
職場に貢献できるようにがんばります。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
立派な大人になります。

 将来の夢や目標は？ 
土木・環境系の仕事に就きたい。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
まだあまり実感がわかないけど、もう
大人の仲間入りなので、どこに出ても
恥ずかしくない人間になれるよう努力
します。

 将来の夢や目標は？ 
25 までに結婚する。
 20 歳を迎えての気持ちや抱負は？ 
人に迷惑をかけない。

Before

Before

Before

Before

Before

Before

Before

Before
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楽しい暮らしを当たり前に。
とある冬の夜、郷ノ浦にある「D•D cafe」に集まった５人の共通点は
縁あって壱岐に移り住んだことと「地域おこし協力隊」として活動したこと。
壱岐での暮らし、まちづくりのこと、未来のこと、そしてこれからについて。
この機会に、本音をとことん語っていただきました。

座 談 会
Living�on�Iki�Island

長澤　みずきさん
移住定住促進
2022.7 ～

移住希望者のサポート
や空き家の利活用を進
めるために、空き家の
掘り起こしや空き家バ
ンク登録の運営サポー
トなどを行っている。

髙田　望さん
メディアプランナー
2020.4 ～ 2023.3

在任中は写真撮影をは
じ め、 チ ラ シ・ ポ ス
タ ー・ 冊 子 な ど の デ
ザインや情報発信を担
当。現在は在宅で仕事
をしながらのんびり壱
岐ライフを楽しむ。

田口　有香さん
情報発信
2020.4 ～ 2023.3

在任中は壱岐市観光連
盟に所属し、SNS での
情報発信やホームペー
ジの特集記事の取材な
どを担当した。現在は、
農家の嫁兼ライターと
して活動中。

藤木　彩乃さん
空き家活用促進
2019.5 ～ 2022.4

在任中は空き家の利活
用や移住定住促進を担
当。現在はけしごむは
んこ作家の傍ら、ライ
ターやプロジェクトマ
ネージャーとして幅広
く活躍中。

大川　香菜さん
海女後継者
2013.5 ～ 2016.3

壱岐 25 年ぶりの海女
の後継者として来島。
現在は「ゲストハウス
みなとや」「チリトリ
自由食堂」を経営しな
がら仲間たちと地域活
動を積極的に行う。

司会は市職員の
別府が担当させて
いただきました！
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移住したきっかけ

大川　私の場合は海女さんになり
たくて、全国各地いろいろな情報
を集めていたら、たまたま壱岐市
で地域おこし協力隊の海女さん枠
の募集を見つけて。壱岐に来たこ
ともなかったし全然知らない土地
だったんですけど、ピンポイント
で私がなりたい職業の募集だった
ので、もう移住する覚悟というか、
飛び込みで面接に来ました。
藤木　私はゲストハウスのヘル
パーをやりたくて、探してた時に
見つけたのが（大川）香菜さんの
宿だったんです。海女さんと漁師
さんの宿に興味が湧いて応募し
て、初めて来たのが 2017 年でし
た。20 日間くらいいたんですけ
ど、元々自分が宮古島という島
で育ったこともあって、雰囲気
がすごく似ている壱岐に住みたい
なと思って移住について調べてい
たら、ちょうど香菜さんの旦那さ
んから電話がかかってきて、「お
前今何してるんか」と。「壱岐移
住のこと調べてる」って言った
ら、「いい仕事があるからちょっ
と待っとけ」と。それが「地域お
こし協力隊」だったんです。「え、
やりたい！」って感じで、結構ト
ントン拍子で決まりましたね。
田口　私の場合は、夫の出身が壱
岐っていうご縁がありまして、結
婚当初から家を継ぐのでいつかは
帰るよって言われていて、もうそ
ろそろかなっていうタイミング
で、こっちで自分も仕事を見つ
けたいなって思って探していたら

「地域おこし協力隊」の
募集がありまして、ちょ
うどいいタイミングだな
と思って決めました。
髙田　私は 2019 年に初
めて旅行で壱岐を訪れた
んですが、着いた日に今
でも理由はわからない

んですけど気に入ってしまって。
旅行を終えて東京に戻った後も、
撮った写真を見返しながら「また
行きたいな」って考えているうち
に「住みたいな」に変わって。パー
トナーに伝えたら、いろいろ調べ
た上で自然災害が少ないとか、今
後自分たちの活動をする時に海外
や他の都市にも出やすいとか、条
件がすごくいいよねと。
いつかは田舎でのんびりと制作活
動したいなと思ってた時に協力隊
のお仕事が決まり、2020 年の 3
月に移住をしました。
長澤　私、趣味で写真を撮るんで
すけど、特に朝日と夕日の写真が
好きで。前職で長崎市に住んでい
た時に県内の島を回りながら、島
に住みたいなって思っていまし
た。それで壱岐に初めて来て、今
まで観光で行ってた島と違ってす
ごい安心したんですよね。当時自
分の家は長崎市にあったんですけ
ど、長崎の家に帰る時よりも自分
の家に帰ってきた感じがなぜか
あって。
今思い返してみれば、いろんな人
が「どっから来たと？」とか声を
かけてくれていたのもあると思う
んですけど、でもやっぱりきっ
かけは、写真を撮るのに自分の好
きな景色まで車で 15 分で行けて、
仕事もすぐ隣でできてみたいな環
境でした。その後すぐに「壱岐　
仕事」で調べながら「あの島に行
くなら、島のために何か貢献した
いな」と思って「地域おこし協力
隊」にたどり着きました。それで
藤木さんの後任になったんです。

情報発信のあり方

別府　お話をお聞きしていて、い
ろんな移住のきっかけがある中
で、やっぱり皆さん一番最初に壱
岐を調べるところから入られてい
ますよね。現在、情報発信という
仕事に携わらせていただいている
身としては、やはりいろんな方
に届けられるような発信を心掛
けていかなければと感じました。
頑張ります！

大川　私、もう壱岐 11 年になり
ますけど、こちらに来ると決まっ
て島のことを調べた時、あまり情
報が出ていなかったんです。でも
今はネット上で壱岐のいろいろな
景勝地の写真が見れたりするじゃ
ないですか。そこから考えると情
報発信もすごく変わってきたなと
思います。当時は市役所のホーム
ページに景勝地の素朴な写真が
載ってるぐらいで、正直すごい田
舎で信号とかも無いのかなとか、
そんな印象だったから。
別府　色々と変化する中でも、よ
り良い方向に変わっていけるよう
に、市民皆様にご協力いただきな
がら発信していけたらと思います！

今後のまちづくりについて

髙田　こっちに移住してよかった
なっていうのは現在も変わらず
思っていて、元々東京で生活して
いた時に感じていた窮屈さとか忙
しなさというのが無くて、すごい
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のんびりしていて良いなと思って
います。
今は購入した古民家で、拾った猫
２匹とパートナーと暮らしている
んですけど、散歩しようと思って
外に出たら海が近かったりとか、
空が近かったりとか、静かな感じ
に毎日癒されています。
大川　東京で猫を保護しても家に
連れて帰ったりとか簡単にはでき
ないし、里親さん探すのも大変だ
と思うんです。そう考えると動物
を飼うことも都会に比べたらハー
ドルが低いというか、そういう大
らかさが島にはあるのかなと思っ
たりします。皆さんはどうです？
藤木　そうですね……楽しい。
一同　爆笑
田口　子育てもしやすいですね！
一同　めっちゃしやすいです！
大川　公園とか近くになくても、
５分くらい歩いたらすぐ海があっ
て、保育園の終わった後とか、少
し陽が落ち着いてから毎日のよう
に海水浴に連れて行って、砂遊び
して、なんかそういう自然遊びが
身近にできるのが良いなって。
自然の遊び場が多くて、お金かけ
ずに思いっきり遊べるし、絶景の
景色が身近にある。すごく贅沢な
暮らしだなって思います。
田口　都会に住んでたら海行くの
も高速道路乗って連れて行って遊
ばないといけないけど、島だとほ
んの 15 分くらいだけとか、足浸

かるためだけとかで海に寄って
行ったりできるから、そういうの
すごくいいなって思います。
藤木　子どもたちの変化とかあり
ました？
田口　週末の過ごし方が変わりま
したね。大阪にいる時はずっと予
定が詰まってるって感じだったけ
ど、こっちきたら本当にのんびり、
その時遊びたい遊びをするみたい
な感じで。特に何にもない日でも、
うちは牛舎があるからちょっと牛
に触ってみたりとか、田んぼ行っ
てみたりとか。なにげなくできる。
向こうにいる時は、わざわざ稲刈
り体験とかに予約して行ったりし
てましたけど、お金かけずにいろ
んな体験をさせてあげられるって
いう、そういうことが全然違いま
すね。
大川　あとやっぱり、すれ違う人
同士、挨拶をするのが島って当た
り前じゃないですか。
うちの 6歳の娘もそれが当たり
前だと思っているから、この間東
京出張で一緒に連れて行った時
に、電車で隣の人とか公園で遊ん

でいる子どもたちにも
声かけちゃうんですよ
ね（笑）。でも、やっ
ぱり挨拶返してくれな
い子とかもいてすごく
衝撃を受けていて。壱
岐に帰ってきて、すれ
違った高校生のお兄
ちゃんに挨拶して、返
事があったのですごい
喜んで、「やっぱ壱岐
が最高」って。

藤木　私自身に子どもはいないけ
ど、町の子どもの成長がすごくよ
くわかるかな。１年生だった子が
もう６年生で、もうすぐ中学校
かぁとか。大きくなったなぁ次は
小学生かぁ感慨深いなぁとかすご
く感じるのも、人と人とが近いか
らなのかな。
逆に、あと数年で島を出て行くっ
ていう寂しさもありますね。今一
緒にいる時間はやっぱり大事にし
ないといけないと思います。時間
の大切さとかも、島だから思うの
かもしれない。
大川　ただ、壱岐って離島だけど
そんなにハードルの高い島ではな
いじゃないですか。すごく生活し
やすいと思うんですよ。お店で生
活用品も揃うし、福岡にも高速船
で１時間で行けて、空港があって。
帰省もしやすいし、ちょっと足を
延ばせばそういう離島の暮らしと
は反対の文化も知れるのがいい。
ちょうどいい距離にある島だなっ
て思います。
長澤　一番良いなと思うのは、顔
が見えるところ。普段行くお店の
人とか顔がどんどん見えてきて、
お名前を覚えて、そのうち何々
さんから買うとか、何々さんに頼
むっていう風になっていくのが都
会ではあまりなかったから、良い
なって思いますね。
顔の見える世界、島。

壱岐市の未来について

長澤　暮らしを楽しんでいる姿を
見るとすごくいいなって思うの
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で、今まで守ってきた文化とか継
承してきた習慣・伝統などの大事
なものは残して、私のような島外
から来た人たちとも共有して、新
しいものと伝統的なものどちらも
大事にできるような未来があった
らいいなって思います。
藤木　私は移住者の身であるけれ
ど、この島が好きで住んでいるの
で、例えば将来なくなっていくか
もしれない祭や伝統行事などを記
録したり冊子にして後世に残して
いくとか、島外で見た面白い取組
を持ち帰って、新しい視点や発想
から今住んでいる町の新しい何か
が始まればいいなと思っていて、
2024 年度からいろんな人たちを
巻き込んで、みんなが主になって
自分の町を考えられるような取組
を考えています。

長澤　素敵！
大川　一緒にやりましょ！
藤木　ご協力お願いします！
大川　みんなが協力しあって、生
業がちゃんとできて、したい暮ら
しができるっていうのが一番だと
思います。お仕事を継続していく
ことはすごく大変だと思うんです
けど、離島で暮らしてても生業が
ちゃんと成り立って、協力しあっ
てできたらね。小さな島にも可能
性があるんだってわかったら、た
とえ一回島外に出ていっても、ま
た戻ってきて何かしようと思える
はずなので。そういう可能性を示

すことがここで暮らしてる大人た
ちができることなのかなと思うの
で、自分の暮らしが全部それに繋
がってると思っています。
あと、自然豊かな島だから、島の
自然環境を大切に考えたまちづく
りが行われるといいなっていうの
は本当に切に思います。壱岐の素
敵な景色や自然環境を早急に守っ
ていく必要があると思います。

今後やりたいこと

藤木　空き家活用担当だった私と
その後任の長澤さんで、ずっと
何かしたいなと思ってたんです
が、2024 年の１月から毎月、月
に１回４町を回る移動式のカフェ
&スナックをすることになりまし
た。その名も「もものかんづめ」
（笑）。今の所、石田、勝本、芦辺、
郷ノ浦の順で回る予定ですので、
よかったら足をお運びください。
長澤　市内を回って、ゆくゆくは
市外に出て、壱岐の美味しい焼酎
を PRしに行けたら面白いと話も
していて。自然もそうですけど、
壱岐のいいもの、美味しいものを
リアルな１人の声として発信して
いくことって、すごく大事なこと
だと思うんです。外からきたから
こそ分かる良さと、住んでるから
こそ分かる良さ、そういうのをま
だ来たことない人たちに発信して
いきたいですね。
大川　楽しい企画だね〜。やって
る人も来る人も楽しいのが一番だ
からね。
髙田　私はパートナーと２人で
「ついで design & photo」という
クリエイティブユニットを掲げて
動いているんですけど、色々な場
所でワークショップをやると、絵
を描くのが好きな人だったりお子
さんとかがすごく楽しんでくれる
んですね。その姿を今後も見てい
けたらいいなと思います。

あと、パートナーが元々デザイン
とかゲームの会社で仕事をしてい
たことがあるんですが、そういっ
た職種に興味のある方やお子さん
に対しての情報源が島には少ない
なと感じたので、そういう方々に
こういう道もあるよとかこんな学
校に通えるよとか、自分が知って
いる情報を共有してクリエイティ
ブの道を少しでも手助けできたら
と。あとは日々平和に焼酎を飲ん
で暮らしていきたいです（笑）。
一同　いいねぇ。
長澤　それがいいんじゃないです
か！？�日々どんどん時間が過ぎて
いく中で、その一瞬一瞬をどれだ
け楽しい時間として重ねられる
かっていうのは、都会に住んでた
時あんまりなかった気がするんで
すよね。島に来てからは１日１日
が楽しいで埋め尽くされるみた
いになって、これを続けていける
ように暮らしを楽しんでいきたい
なって思います。
髙田　いろいろ課題はあると思う
んですけど、いいなと思ったこの
壱岐の環境が、当たり前に続くこ
とを願っています。
田口　私も、子どもたちとか壱岐
に興味を持ってくれる人たちに、
田口有香という生き方を見てもら
えるように、可能性を広げられる
ように、ちゃんと稼いで楽しく暮
らすというのを体現していけたら
と思います。
一同　かっこいい！
別府　本日は尊敬する大先輩の皆
様とお話ができて楽しかったで
す。大変勉強になりました。
ありがとうございました！
一同　お疲れ様でした！
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　以前は、港町として賑わっていた
芦辺浦。時代とともに人が減り、商
店も数えるほどになりました。しか
し、ゲストハウスや食堂ができた近
年、少しずつ芦辺浦を訪れる人、移
住を希望する人が増え、課題であっ
た空き家問題の解決にも繋がってい
ます。
　今後については、「様々な国の人
や、考え方・価値観の人が住んでく
れるボーダーレスな芦辺浦になると
いいなと思います。」と平山さんは
話してくれました。

や公務員など様々。「本番は毎年 10
月 14 日、休日とは限りません。そ
れぞれが仕事と厳しい練習を両立し
ながら本番に臨みます。」と話すの
は保存会の吉田さん。
　現在の課題は“後継者”。新人育
成には２～３年はかかるそう。また、
木製の和船を作る技術の継承も重要
です。「伝統を守るためにも是非皆
さんに知っていただき、応援してい
ただけると嬉しいです。」と吉田さ
んは話しました。

曜と金曜の週２日、子どもた
ちの放課後時間に合わせて開

放している『たちまち』。
　中には、おもちゃや絵本などが置
いてあります。
　「ここで遊んでも、宿題をしても、
まちに遊びに行ってもいいんです。
おじいちゃんが孫を探しに来ること
もあります。とにかく自由に使って
もらってます。」そう話すのは芦辺
浦でピザ屋を営む平山さん。現在、
平山さん夫妻、大川さん夫妻、篠﨑
さん夫妻で『たちまち』は運営され
ています。

年 10 月 14 日に勝本浦で行
われる御幸船（船競漕）。紅

白２艘の和船が競漕し、赤い船が勝
てば大漁、白い船が勝てば豊作、と
１年を占う神事です。歴史は古く
400 年近い伝統があり、国選択文
化財に指定されています。
　「御幸船保存会」は、この伝統の
継承を目的として平成７年に設立。
現在は、20 代から 50 代まで 15 人
で活動しています。参加しているの
は漁師だけではなく、普通の会社員

子どもも大人も旅人も。
ボーダーレスな交流拠点へ

400年続く伝統を継承
未来へ向かって力強く櫂を漕ぐ

壱岐で活躍するいっきょい方々をご紹介！！

たちまち ～壱岐島芦辺浦計画～

御幸船保存会

PEOPLEいっきょ
い!

月

毎

いっきょい！
PEOPLE
その１

いっきょい！
PEOPLE
その２
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ん。５年前に祖父である先代が体調
を崩した際、「この伝統を残さねば。」
と福岡からＵターンして戻ってきま
した。修業の成果もあり、現在では
お土産用や贈答用など、大小様々な
鬼凧を祖母の平尾フクヨさんと一緒
に製作しています。
　「最初の頃は、一応形としてはで
きるんですが、完成したあとに祖父

のようにはできないな……と悩むこ
ともありました。やっぱり絵の力強
さなんかはなかなか真似できません
でしたね。ここ最近になってようや
く思うようなものが作れるように
なってきました。」と斉藤さん。
　今後の目標について聞くと、「壱
岐以外にもこんな工芸品があるんだ
よ。ともっと発信していって、若い
人にも鬼凧の魅力を知ってもらいた
いです。私もこの伝統をなくさない
ように頑張ります。」と力強い決意
を語ってくれました。

　「今後の目標は、規模拡大を進
め て い き た い と 考 え て い ま す。 

“儲かる農業の実践”をして、島内
の雇用を創出していくことで、若い人
にも農業への関心を持ってもらえる
といいなと思っています。」と話す
日高さん。
　「今後も安定した販売額と所得向
上のために栽培品目、品種の選定や
技術の習得を行って、雇用者への安
定した給与を確保し、働きがいのあ
る職場環境を実現していきたいで
す。」と日高さんは満開の未来を見
据えているようです。

岐の伝統工芸である鬼凧。家
や商店、果てはマンホールに

と、島を代表するモチーフのひとつ
です。しかし、現在鬼凧を作る工房
はたった１軒しかありません。
　「まさか凧づくりを継ごうなんて
考えてもいませんでした。」
　そう語るのは、現在島で唯一の鬼
凧工房にて鬼凧を作っている斉藤さ

岐の農産品といえば何を思い
浮かべますか。 壱岐牛、い

ちご、アスパラガスなど、様々な農
産品がありますが、実は花き栽培も
盛んな“花の島”なのです。
　花き農家である日高さんは、令和
２年に株式会社 solare を設立し、
それまでの家族経営から会社経営へ
移行しました。会社に所属している
のは日高さんとご両親、従業員４人
の計７人。栽培面積 24,000㎡の畑
では主に小菊、ラナンキュラス、ス
トックなどの品種を１年通して継続
出荷できる体制が敷かれています。

壱岐の伝統工芸「鬼凧」を守り伝える
Ｕターン女性職人

『儲かる農業の実践』が
雇用と働きがいを創出

鬼凧工房 平尾

斉藤　あゆみ さん

株式会社 solare 代表取締役

日高　将希 さん

壱

壱

いっきょい！
PEOPLE
その３

いっきょい！
PEOPLE
その４
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のは壱岐酒造協同組合の山内理事長。
　「WTO（世界貿易機関）は平成７
年地理的表示を制定し、壱岐焼酎を
産地に指定しました。壱岐焼酎が世
界に認められたわけです。壱岐の麦
焼酎は３分の１の米麹と３分の２の
麦を使用することにより、香ばしい
麦の香りの中に、米の甘さがあるの
が特徴なので、ぜひ飲まれる時は、
その甘味も感じていただければ。ま
た、原料は麦と米なので、私たちの
主食と同じです。だからどんな食事

仕する経営を行っています。朝、起
きて仕事のできることに感謝し、家
族・同僚の絆を大切にし、同じ時代
に生きる縁の不思議さと喜びを共有
して、多くのお客様や関係する方々
が応援してくださる会社にします。
現在、この工場では社員１名、パート
従業員 16 名の計 17 名が働いていま
す。令和５年度は、壱岐商業高校へ新
卒求人も出しています。社員もパート
従業員も増員し、事業拡大したいと
考えています。」と松尾さんは話します。
　「壱岐工場ができて 16 年になり
ますが、まだまだ多くの人にマツオ
のことを知ってほしいと思いますし、
多くの方々に応援される企業であり
たいと思います。」
　企業誘致によって繋がれたご縁。
これからも多くのご縁が繋がること
を期待せずにはいられません。

にも合う食中酒として楽しんでいた
だけると思います。」と山内理事長
は話します。
　最後に今後について尋ねました。
　「壱岐島外に出ると、壱岐焼酎の
知名度は高いとは言えません。逆に
言うと、まだ伸びしろがあると捉え
ています。時代に合わせて皆さんが
手に取ってもらえるように、PR し
ていきたいと思います。また、やはり
ここまで続けてこれたのも壱岐の皆
さんのおかげ。これからも皆さんに
ご愛飲いただき、我々も切磋琢磨し
ていきたいと思います。」
　壱岐焼酎の中に溶け込む 500 年
の歴史と酒蔵の皆さんの努力。じっ
くり味わいながら楽しいひとときを
過ごしたいものです。

岐の名産のひとつ、壱岐焼酎。
現在、市内には７つの酒蔵が

あり、壱岐焼酎を製造しています。
　「壱岐には焼酎造りの技術が人と
共に朝鮮半島から伝わりました。そ
の歴史は 500 年ほどと言われてい
ます。造るのも大変な厳しい時代を
乗り越えて今まで続いてきていると
いうことは、私たちにとってもすご
く嬉しいこと。そしてこの先、どう
やって広げていくかということが現
在の課題です。」そう教えてくれた

式会社マツオは福岡県に本社
があり、主に半導体などのハ

イテク機器の製造装置や医療機械な
どの部品加工を行っている会社です。
平成 20 年に企業誘致により、壱岐
に新工場を設立されました。
　「当社のモノづくりには板金・切
削・ハーネスという３部門がありま
す。壱岐工場ではハーネスのみを専
業で製作しています。」こう話すの
は代表取締役の松尾さん。
　「お客様に喜ばれる仕事を通じて、
社員の成長に全力を尽くし、壱岐市
の発展と繁栄に貢献し、壱岐市に奉

壱

株

500年の伝統を守る壱岐焼酎

壱岐酒造協同組合

いっきょい！
PEOPLE
その５

企業誘致による雇用創出で
『働くことができる壱岐』へ
株式会社マツオ 代表取締役

松尾　直幸 さん

いっきょい！
PEOPLE
その６
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むことができます。」と話す霜島さ
ん。漁業の未来をどう感じているの
でしょう。
　「今でも、目をキラキラさせなが
ら漁をする先輩漁師の姿をみてかっ
こいいなーって思います。ただ、漁
師は『汚い、きつい、危険』のイメー

ジが根強くあるため、やっぱり若い
世代が少ないのが現状です。」と危
機感を持っているよう。漁業の魅力
を発信し続けることで、これからの
漁業を担っていこうと考える霜島さ
んのような若者が増えることに繋が
るのかもしれません。

　「壱岐の島をダンスアイランドに
したいんです。そのために、年に１
度発表会を『IKI DANCE ISLAND』
という名目で、赤ちゃんからおじ
いちゃんおばあちゃんまで一緒に
踊れるような空間を作ってます。 

ダンスを通して老若男女が楽しめる
島になったらいいなと思います。」
　みんなでつくる島発信のエンター
テインメント。これからも壱岐島エ
ンタメ学校から目が離せません。

奈川県厚木市出身の霜島さん。
釣りが大好きだったため、「好

きなことを仕事にしたい。」と一念
発起して壱岐に移住、念願だった漁
師になりました。
　「漁師の仕事を始めて８年目にな
ります。船なしの下積みを３年、独
立して５年ぐらいです。でも魚ばっ
かり追いかけていて節目もないし、
もう何年っていう感覚がないんです
けどね。」と霜島さんは笑います。
　「愛媛県出身の妻は壱岐にまでふ
らーっと付いて来てくれるタンポポ
みたいな人です。壱岐での生活にも
慣れ、第１子も誕生しました。家族
の理解と協力があり、日々漁業に励

ンマーズ」は、壱岐で活動
するダンスチームで、レッ

スンや発表会などを行っています。
　「コロナ禍に『壱岐島エンタメ学
校』というオンラインの学校が始ま
りました。この子たちは、そこに参加
してくれている 30 人のメンバーの
中で、実際にテレビに出て様々なエ
ンターテインメントに挑戦していく
チームです。海でマリンスポーツを
体験してみたり、商店街の洋服店を
お借りして１万円コーデ企画をやっ
てみたりと、島でしかできないこ
とに子どもたちと挑戦しています。」
そう話すのは代表の坂口さん。
　そんな坂口さんには目指すものが
あるようです。

神

「ア

壱岐で実現させた
『好きなことを仕事にする』

子どもたちとつくる “島エンタメ ”
目指すは「ダンスアイランド」

壱岐東部漁協 漁師

霜島　幸太 さん

AMMERS DANCE STUDIO

壱岐島エンタメ学校

いっきょい！
PEOPLE
その７

いっきょい！
PEOPLE
その８
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三島の美しい海と
珊瑚大橋からの

夕日

人を助け
笑顔にできる
大人になる

渡良
だいすき！　

壱岐の
美しい海を

大切に

みんなが顔見知りでフレンドリー

自然豊かで
人が優しい♡

思い出の
ふるさと

鯨伏の魅力
を未来へ
残したい！

豊かな
自然を

守っていく

自然がダイナミック。
海！岩！空！
もっと壱岐を
発信していく

壱岐の大自然の中で
太鼓を打ち続けて
いきたいです

壱岐の
綺麗な
夜空！

広く青い空と
海に守られながら
平和な日々が
続きますように！

居場所

美味しい食べ物と
豊かな自然があり、
優しい人が
多いところ

壱岐の
すべてが
わかる

未来の

わたし

　市民の　市民の　　　　皆さんに皆さんに
聞き聞き
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自然が
豊か

人

これからも
壱岐の自然を
守りたい！！

壱岐 大好き！
那賀小 大好き！

きれいな自然と
優しい人が住む

壱岐大好き

瀬戸大好き

人と人とを
つなぐ

壱岐の海

壱岐の
子ども達から

ビルゲイツのような
起業家を育てる

私は
壱岐の海が
大好きです

岳の辻から
見える夕陽に
孫たちの幸せを
祈る時が大好きです

元気な
勝本朝市！

将来は島の為に
働きたい。

明るい壱岐の未来
を信じています。

70代 5人で
生産組合を
支え元気ばな

壱岐の
好きなところ

医療的ケア児が
安心して暮らせる
島になっていて
欲しいです。

　市民の　市民の　　　　皆さんに皆さんに
ましたました
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壱岐市の地形

地目別土地利用面積年齢別人口

ごみ処理量・回収量

産業別就業者人口

幼稚園・保育所・こども園等と園児数 人口の推移

小・中学校数と児童・生徒数

データで見る壱岐市

■ 面　積
　　139.42 km2

■ 広　域
　　東西 約 15 km
　　南北 約 17 km
■ 周　囲
　　約 191 km
■ 最大標高
　　212.9 m（岳ノ辻）

田　2,336ha
（17％）

森林　5,251ha
（38％）

その他　4,029ha
（29％）

畑
1,451ha
（10％）

　宅地　875ha
（６％）

●ごみ処理量　

ごみ排出量 １人１日
当たり排出量

焼却量 リサイクル率

●資源回収量
空缶類

72 161 93 47 1,244 8

空ビン類 ペット類 トレイ類 古紙類 布類

資料：国勢調査

（単位：トン）

●学校数
幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

8 18 ４ ２ 1

（単位：人）

（令和５年 10 月１日現在）

（令和２年 10 月１日現在）

（令和５年 10 月１日現在）（令和５年 10 月１日現在） （各年 10 月１日現在）

（令和５年 12 月 31 日現在） （令和６年１月１日現在）

（令和４年度実績）

8,524 ㌧

30.3％

931.9 ㌘

6,571 ㌧

農業
1,254

公務
696

林業　16

鉱業　7

電気・ガス・
熱供給・水道業　62

情報通信業　47

不動産業　64

学術研究、専門・技術サービス業
161

飲食店・宿泊業　642

生活関連サービス業、娯楽業
302

教育・学習支援業　609

複合サービス事業　392

サービス業　582

分類不能　98（0.9％）

金融・保険業　116

漁業
663

建設業
1,102医療・福祉

1,900

製造業
622

運輸業
603

卸売・小売業
1,565

0～4 歳

5～9 歳

10～14 歳

15～19 歳

20～24 歳

25～29 歳

30～34 歳

35～39 歳

40～44 歳

45～49 歳

50～54 歳

55～59 歳

60～64 歳

65～69 歳

70～74 歳

75～79 歳

80～84 歳

85～89 歳

90～94 歳

95～99 歳

100 歳以上

男女合計  24,357 人 （人）（人）

※虹の原特別支援学校壱岐分教室が盈科小内（小・中学部）と壱岐高校内（高等部）にあります。

●学校数と児童数
種別

幼稚園

保育所

こども園

小規模
保育施設
へき地
保育所

園　数 定員の合計（人） 通所児童数（人）
8 680 159

●小学校児童数
合計

1,289
６年
231

５年
227

４年
221

３年
206

２年
203

１年
201

（単位：人）●中学校生徒数
合計
689

３年
239

２年
224

１年
226

（うち市立８園）

5
（うち市立４園）

1
（うち市立１園）

4
（うち市立０園）

6
（うち市立６園）

（うち市立 680 人）

410
（うち市立 360 人）

200
（うち市立 200 人）

76
（うち市立 0人）

230
（うち市立 230 人）

（うち市立 159 人）

368
（うち市立 310 人）

150
（うち市立 150 人）

82
（うち市立 0人）

39
（うち市立 39人）

第１次産業
1,933

（16.8％）

総　数
11,503人

第２次産業
1,731

（15.0％）
第３次産業

7,741
（67.3％）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年）
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
（人）

33,165 32,782 32,310 31,783 31,303 30,897 30,413 29,912 29,454 29,075 28,575 28,089 27,643 27,281 26,858 26,518 26,070 25,600 25,060 24,493 
17,394

15,771 15,551 15,313 15,023 14,771 14,658 14,470 14,223 14,030 13,861 13,619 13,379 11,760 13,173 13,013 12,850 12,694 12,489 12,264 12,013

17,231 16,997 16,760 16,532 16,239 15,943 15,689 15,424 15,214 14,956 14,710 14,470 14,268 14,008 13,824 13,581 13,336 13,047

00 200200 400400 600600 800800 1,0001,000 1,2001,200

331

521

615

583

420

354

425

573

670

784

778

716

848

974

1,008

859

574

429

197

37

328

472

539

588

388

335

398

509

616

768

711

697

836

990

1,145

991

866

727

519

200

3 35

男 性
総数 11,699 人

女 性
総数 12,658 人

12,733 12,733 
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壱岐市の地形

地目別土地利用面積年齢別人口

ごみ処理量・回収量

産業別就業者人口

幼稚園・保育所・こども園等と園児数 人口の推移

小・中学校数と児童・生徒数

データで見る壱岐市

■ 面　積
　　139.42 km2

■ 広　域
　　東西 約 15 km
　　南北 約 17 km
■ 周　囲
　　約 191 km
■ 最大標高
　　212.9 m（岳ノ辻）

田　2,336ha
（17％）

森林　5,251ha
（38％）

その他　4,029ha
（29％）

畑
1,451ha
（10％）

　宅地　875ha
（６％）

●ごみ処理量　

ごみ排出量 １人１日
当たり排出量

焼却量 リサイクル率

●資源回収量
空缶類

72 161 93 47 1,244 8

空ビン類 ペット類 トレイ類 古紙類 布類

資料：国勢調査

（単位：トン）

●学校数
幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

8 18 ４ ２ 1

（単位：人）

（令和５年 10 月１日現在）

（令和２年 10 月１日現在）

（令和５年 10 月１日現在）（令和５年 10 月１日現在） （各年 10 月１日現在）

（令和５年 12 月 31 日現在） （令和６年１月１日現在）

（令和４年度実績）

8,524 ㌧

30.3％

931.9 ㌘

6,571 ㌧

農業
1,254

公務
696

林業　16

鉱業　7

電気・ガス・
熱供給・水道業　62

情報通信業　47

不動産業　64

学術研究、専門・技術サービス業
161

飲食店・宿泊業　642

生活関連サービス業、娯楽業
302

教育・学習支援業　609

複合サービス事業　392

サービス業　582

分類不能　98（0.9％）

金融・保険業　116

漁業
663

建設業
1,102医療・福祉

1,900

製造業
622

運輸業
603

卸売・小売業
1,565

0～4 歳

5～9 歳

10～14 歳

15～19 歳

20～24 歳

25～29 歳

30～34 歳

35～39 歳

40～44 歳

45～49 歳

50～54 歳

55～59 歳

60～64 歳

65～69 歳

70～74 歳

75～79 歳

80～84 歳

85～89 歳

90～94 歳

95～99 歳

100 歳以上

男女合計  24,357 人 （人）（人）

※虹の原特別支援学校壱岐分教室が盈科小内（小・中学部）と壱岐高校内（高等部）にあります。

●学校数と児童数
種別

幼稚園

保育所

こども園

小規模
保育施設
へき地
保育所

園　数 定員の合計（人） 通所児童数（人）
8 680 159

●小学校児童数
合計

1,289
６年
231

５年
227

４年
221

３年
206

２年
203

１年
201

（単位：人）●中学校生徒数
合計
689

３年
239

２年
224

１年
226

（うち市立８園）

5
（うち市立４園）

1
（うち市立１園）

4
（うち市立０園）

6
（うち市立６園）

（うち市立 680 人）

410
（うち市立 360 人）

200
（うち市立 200 人）

76
（うち市立 0人）

230
（うち市立 230 人）

（うち市立 159 人）

368
（うち市立 310 人）

150
（うち市立 150 人）

82
（うち市立 0人）

39
（うち市立 39人）

第１次産業
1,933

（16.8％）

総　数
11,503人

第２次産業
1,731

（15.0％）
第３次産業

7,741
（67.3％）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5（年）
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30,000

35,000
（人）

33,165 32,782 32,310 31,783 31,303 30,897 30,413 29,912 29,454 29,075 28,575 28,089 27,643 27,281 26,858 26,518 26,070 25,600 25,060 24,493 
17,394

15,771 15,551 15,313 15,023 14,771 14,658 14,470 14,223 14,030 13,861 13,619 13,379 11,760 13,173 13,013 12,850 12,694 12,489 12,264 12,013

17,231 16,997 16,760 16,532 16,239 15,943 15,689 15,424 15,214 14,956 14,710 14,470 14,268 14,008 13,824 13,581 13,336 13,047
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男 性
総数 11,699 人

女 性
総数 12,658 人

12,733 12,733 
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行政のあゆみ

初代市長

長田　徹
〈任　期〉

平成 16 年４月 18 日 ～ 平成 20 年４月 17 日

※壱岐市長職務執行者　山口　銀矢（平成 16 年３月１日～平成 16 年４月 16 日）

第２代市長

白川　博一
〈任　期〉

平成 20 年４月 18 日 ～ 現任中

第４代副市長
眞鍋　陽晃

第３代教育長
山口　千樹

歴　順 氏　名 任　期

初　代 澤木　満義 	 平成 16 年５月 19 日	 ～	 平成 20 年４月 17 日

第２代 久田　賢一 	 平成 20 年４月 30 日	 ～	 平成 24 年４月 29 日

第３代
中原　康壽 	 平成 24 年５月 15 日	 ～	 平成 30 年 10 月 31 日

山下　三郎 	 平成 24 年７月 18 日	 ～	 平成 26 年３月 31 日

笹原　直記 	 平成 27 年９月１日	 ～	 平成 29 年６月 30 日

第４代 眞鍋　陽晃 	 平成 30 年 12 月 18 日	 ～	 現任中

※地方自治法の改正により、平成 19 年４月１日付けで「助役」を「副市長」に改称
※平成 24 年５月１日から、副市長２名体制

歴　順 氏　名 任　期

初　代 須藤　正人 	 平成 16 年５月 20 日	 ～	 平成 24 年５月 19 日

第２代 久保田	良和 	 平成 24 年５月 20 日	 ～	 令和５年５月 19 日

第３代 山口　千樹 	 令和５年５月 20 日	 ～	 現任中

※教育長職務代理者　高田　國行（平成 16 年３月１日 ～ 平成 16 年５月 19 日）

歴　順 氏　名 任　期

初　代 布川　昌敏 	 平成 16 年５月 19 日	 ～	 平成 20 年４月 17 日

※地方自治法の改正により、平成 20 年４月 18 日付けで収入役の役職を廃止

歴 代 市 長

歴 代 助 役 ・副 市 長

歴 代 教 育 長

歴 代 収 入 役
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議会のあゆみ

初代議長

瀬戸口	和幸
平成16年３月８日～
平成17年７月17日

第６代議長

鵜瀬　和博
平成27年８月11日～
平成29年８月６日

第２代議長

深見　忠生
平成17年８月17日～
平成21年８月６日

第７代議長

小金丸	益明
平成29年８月10日～
令和元年８月９日

第３代議長

牧永　護
平成21年８月12日～
平成23年８月12日

第８代・第９代議長

豊坂　敏文
令和元年８月９日～
令和３年８月６日、
令和３年８月12日～
令和５年８月10日

第４代議長

市山　繁
平成23年８月12日～
平成25年８月６日

第 10 代議長

小金丸	益明
令和５年８月10日～

現任中

第５代議長

町田　正一
平成25年８月８日～
平成27年８月11日

歴　順 氏　名 任　期

初　代 深見　忠生 	平成16年３月８日	～	 平成17年７月17日

第２代 小園　寛昭 	平成17年８月17日	～	 平成20年６月23日

第３代 倉元　強弘 	平成20年７月４日	～	 平成21年８月６日

第４代 小金丸	益明 	平成21年８月12日	～	 平成23年８月12日

第５代 中田　恭一 	平成23年８月12日	～	 平成25年８月６日

第６代 鵜瀬　和博 	平成25年８月８日	～	 平成27年８月11日

平成 16 年 ３月１日 壱岐島内の４町合併により、「壱岐市」が誕生（議員数 62 名）
※旧町議会議員 62 名（旧郷ノ浦町 18 名、旧勝本町 16 名、旧芦辺町 16 名、旧石田町 12 名）

平成 17 年

３月 25 日 議会自主解散決議案を否決（第１回定例会最終日）

６月 23 日 議会自主解散決議案を否決（第２回定例会最終日）

７月 17 日 壱岐市議会の解散請求の賛否を問う住民投票執行、即日議会解散

８月７日 解散に伴う市議会議員一般選挙執行（議員定数 26 名）

平成 20 年 ６月６日 壱岐市議会議員定数条例を議決（議員定数 20 名）

平成 25 年 ７月 21 日 任期満了に伴う市議会議員一般選挙執行（議員定数 16 名）

歴　順 氏　名 任　期

第７代 深見　義輝 	平成27年８月11日	～	 平成28年10月21日

第８代 今西　菊乃 	平成28年11月２日	～	 平成29年８月６日

第９代 豊坂　敏文 	平成29年８月10日	～	 令和元年８月９日

第10代 赤木　貴尚 	令和元年８月９日	～	 令和３年８月６日

第11代 土谷　勇二 	令和３年８月12日	～	 令和５年８月10日

第12代 赤木　貴尚 	令和５年８月10日	～	 現任中

歴 代 議 長

歴 代 副 議 長

議員定数の推移
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市の花木「やぶ椿」

市の木「まき」

市の花「水仙」

市の鳥「めじろ」

壱岐市の「i」をモチーフに躍動する曲線で
壱岐の更なる飛躍する姿を力強く表現しました。

漢字の「人」で波を表現し、壱岐に来る多くの人々の出会いと交流をイメージ、
赤は活力と未来へ輝く太陽、緑は自然に恵まれた豊かな暮らしを意味します。 

市内全域にわたり自生する常
緑高木で、「カテシノキ」とし
て、市民に親しまれています。
また、種子からはつばき油も
採れ、私たちの生活にも関わ
りのある花木です。

市内に自生する常緑高木で、
強風・塩害・病害虫に強く、
庭木・生け垣・用材として広
く利用されており、生活にな
じみの深い木です。

市内のいたる所に群生し、親
しみがあり、清楚で気品があ
ります。多年草の花で、耐寒
性があり育てやすく、厳冬の
中に花を見ると春の訪れを感
じることのできる花です。

市内に広く生息し親しみがあ
り、可愛くさえずります。目
をふちどる白い輪が特徴で
す。身近に見られ、美しく、
愛らしい鳥です。
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